
令和７年度　農業協同組合監査士資格試験　答案練習　第１回　出題範囲
	科目名
	出題項目
	参考図書

	①　監査理論
	
監査基準の構成と設定理由

監査実施のツリー構造

十分かつ適切な監査証拠
	「監査の理論とＪＡの監査実務」第10版
第1篇第1章第10節（1），ｐ.42（第11版同第11節（1），ｐ.42）
第1篇第4章第2節，ｐ.69～ｐ.72（第11版ｐ.66～ｐ.69）
第1篇第4章第3節(5)，ｐ.76・77（第11版ｐ.73・74）

	②　監査実務
	
内部統制

組合の内部統制システム
	「監査の理論とＪＡの監査実務」第10版
第1篇第4章第7節，ｐ.102～ｐ.105（第11版ｐ.99～ｐ.102）
第2篇第3章第1・2節，ｐ.279・280（第11版同第4章第1・2節，ｐ.270・271）

	③　財務諸表論
	



棚卸資産の期末評価（低価法）
減価償却
固定資産の期末評価（減損会計）
繰延資産
資産除去債務
	桜井久勝「財務会計講義」第23版
※他の版でも問題ありませんが、多少ページが前後します。出題項目に記載した具体的項目を基にご参照ください。
第7章第5節2，     ｐ.161～162
第8章第3節1～3，  ｐ.175～183
第8章第4節1,2，   ｐ.187～190
第9章第3節1～5,   ｐ.206～213
第10章第5節4,     ｐ.246～248

	④　簿記理論・簿記実務
	決算整理事項（財務諸表の作成等）
商品の期末評価
貸倒引当金の設定
有形固定資産の減価償却
費用の繰延・見越
消費税
賞与引当金
退職給付引当金
法人税等、税効果会計
損益計算書の作成
貸借対照表の作成

個別論点（期中取引）
剰余金の配当
売掛金の勘定分析

貸し倒れの見積もり（資産査定）
貸出債権に係る貸倒引当金の設定
営業債権に係る貸倒引当金の設定

	「大原で合格る日商簿記2級商業簿記」第4版
CHAPTER  3 ｐ.41～44
CHAPTER  5 ｐ.70～77
CHAPTER  7 ｐ.106～111、ｐ.114～118
CHAPTER 10 ｐ.168～173
CHAPTER 12 ｐ.186～191、ｐ.195～202
CHAPTER 13 ｐ.204
CHAPTER 13 ｐ.212～225
その他（参考図書無し）

「例解 農協簿記 第7版」
　第6章ｐ.76～78
　第14章ｐ.159～161
　第14章ｐ.166～168
　第15章ｐ.169～174
　その他（参考図書無し）




	⑤　経営学概論
	第１章　アメリカ経営学説
第２章　組織構造論
第３章　組織文化論
第４章　動機づけ理論
第５章　リーダーシップ理論
第６章　経営戦略論の基礎概念
第７章　多角化戦略
第８章　垂直統合戦略
第９章　競争戦略
	『経営学概論』テキスト
p.1～119
なお、以下の項目につき、重点的に確認すること。
・バーナード理論（p.10～13）
・組織構造論（各論）（p.25～35）
・多角化戦略（p.88～95）
・垂直統合（p.98～101）


	⑥　管理会計論
	問題発見のための会計
財務諸表分析
業績管理会計
短期利益計画のためのCVP分析
企業予算総説
経営意思決定会計
　経営意思決定のための会計
	「管理会計」第2版
第2章　p.35～45，51，52

第3章　p.97～111
第4章  p.115，130

第7章　p.175～199


	⑦　農協法
	

組合への加入・組合からの脱退
組合員の権利義務

組合の機関
　総説
　総会
総代会
理事・理事会・代表理事
	「新　農業協同組合法」第２版　暫定補正版　全国農業協同組合中央会
第４章　ｐ.37～43
第５章　ｐ.45～52
特にｐ.45～52を重点的に

第７章第１節　ｐ.59～62
第７章第２節　ｐ.63～84
第７章第３節　ｐ.84～87
第７章第４節　ｐ.87～125
特にｐ.67～84，87～109を重点的に
※テキストを読む際は，必ず条文をチェックし法改正の内容をチェックしておくこと。


	⑧　農協論
	
協同組合の基本特性と協同組合原則
・協同組合の基本特性
・協同組合原則
・現代の協同組合が抱える課題－暮らし、地域、信頼、学習－
ＪＡの理念と組織・事業
・ＪＡの事業展開における協同組合としての制約条件と優位性
	「農業協同組合論」第４版全国農業協同組合中央会
第１章第２節   ｐ.20～25（第３版，ｐ.17～20）
第１章第３節   ｐ.29～40（第３版，ｐ.25～36）

第１章第４節   ｐ.41～49（第３版，ｐ.37～43）


第２章第３節　 ｐ.72～81（第３版，ｐ.62～71）
※「農業協同組合論」第４版が出版されています。本試験では第４版で修正・加筆された部分からの出題可能性もありますので，第４版を使用して学習することをお薦めします。


	⑨　法人税法
	

減価償却資産の償却費



資産の評価損
寄附金の損金不算入
	『法人税法「別段の定め」の基本』
佐藤幸一　著　白桃書房
第３章３－１　p.47～p.74（旧生産高比例法・旧国外リース期間定額法・生産高比例法・リース期間定額法・資本的支出と修繕費を除く）
第３章３―３　p.79～p.84（棚卸資産のみ）
第３章３―５　p.102～p.113

	⑩　民　法
	・意思の欠缺、瑕疵ある意思表示







・総則、物権の基礎知識
	『民法［財産法］を学ぶための道案内』（遠藤研一）
第６章ｐ.75～89（特にｐ80,86）
『民法Ⅰ』石口 修 著 全国農業協同組合中央会
第１章 第５節 第４款・第５款ｐ.103～119
特に,p.106～108
※なお、『民法Ⅰ』は、平成29年改正に対応していないので、テキストを読む際は，必ず条文を確認し法改正の内容をチェックしておくこと。
民法 第1編 総則、第2編 物権の重要条文を確認しておくこと
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令和７年度　農業協同組合監査士資格試験　答案練習　第２回　出題範囲
	科目名
	出題項目
	参考図書

	①　監査理論
	
監査報告論
	「監査の理論とＪＡの監査実務」第11版
第1篇第5章，ｐ.114～ｐ.161

	②　監査実務
	
農業協同組合中央会監査制度の変遷
	「監査の理論とＪＡの監査実務」第11版
第2篇第1章，ｐ.178～ｐ.208

	③　財務諸表論
	



発生主義会計の基本原則
キャッシュ・フロー計算書
収益認識に関する会計基準
一時点での収益認識
売上債権
税効果会計
	桜井久勝「財務会計講義」第23版
※他の版でも問題ありませんが、多少ページが前後します。出題項目に記載した具体的項目を基にご参照ください。
第4章第2節1～3,   ｐ.75～79
第5章第5節1～4，  ｐ.109～117
第6章第2節1～2,   ｐ.123～124
第6章第6節1，     ｐ.133
第6章第8節1，     ｐ.139～140
第10章第3節2，3,  ｐ.224～230

	④　簿記理論・簿記実務
	決算整理事項（財務諸表の作成等）
商品の期末評価
貸倒引当金の設定
有形固定資産の減価償却
費用の繰延・見越
消費税
退職給付引当金
法人税等
損益計算書の作成
貸借対照表の作成

個別論点（期中取引）
剰余金の配当
売掛金の勘定分析
買掛金の勘定分析

購買品の会計処理
　 売価還元平均原価法
　 売価還元低価法
　 購買品供給原価の算定
	「大原で合格る日商簿記2級商業簿記」第4版
CHAPTER  3 ｐ.41～44
CHAPTER  5 ｐ.70～75
CHAPTER  7 ｐ.106～111
CHAPTER 10 ｐ.167～173
CHAPTER 12 ｐ.186～191
CHAPTER 13 ｐ.204
CHAPTER 13 ｐ.212～225
その他（参考図書無し）

「例解 農協簿記 第7版」
　第6章ｐ.71～81
　その他（参考図書無し）

	⑤　経営学概論



	第１０章　経営戦略の展開方式
第１１章　マーケティング
第１２章　イノベーション・マネジメント
第１３章　経営戦略論の学説史
第１４章　日本的経営
第１５章　コーポレートガバナンス論
	『経営学概論』テキスト
p.121～223
なお、以下の項目につき、重点的に確認すること。
・戦略展開方式の分類～合併・買収（M&A）（p.122～130）
・企業提携（p.132～135）
・日本的経営（p.196～203）
・日本企業のコーポレートガバナンス（p.212～221）

	⑥　管理会計論
	
業績管理会計
予算編成と予算統制
　事業部の業績測定
経営意思決定会計
　経営意思決定のための会計
	「管理会計」第2版

第5章　p.120～148
第6章　p.149～173

第7章　p.175～210

	⑦　農協法
	
　
組合の機関
　　監事
会計監査人
　経営管理委員・経営管理委員会
参事および会計主任

	「新　農業協同組合法」第２版　暫定補正版　全国農業協同組合中央会

第７章第５節　ｐ.125～137
第７章第６節　ｐ.138
第７章第７節　ｐ.138～148
第８章　ｐ.149～154
特にｐ.125～148を重点的に
※テキストを読む際は，必ず条文をチェックし法改正の内容をチェックしておくこと。

	⑧　農協論
	
ＪＡの理念と組織・事業－「日本型総合農協」の特質
・ＪＡの理念－ＪＡ綱領－
・国の制度の影響を受けた事業方式と経済事業改革
・系統組織（ＪＡグループ）の特徴と連合組織の役割
・ＪＡの地域協同組合化
・ＪＡの自己改革と今後の展望
	農業協同組合論」第４版全国農業協同組合中央会


第２章第１節　ｐ.57～62（第３版，ｐ.47～52）

第２章第４節　ｐ.87～92（第３版，ｐ.75～80）

第２章第５節　ｐ.93～105（第３版，ｐ.81～88）
第２章第６節　ｐ.106～111（第３版，ｐ.89～94）
第２章第７節　ｐ.112～119（第３版，ｐ.95～100）
※「農業協同組合論」第４版が出版されています。本試験では第４版で修正・加筆された部分からの出題可能性もありますので，第４版を使用して学習することをお薦めします。

	⑨　法人税法
	

受取配当等の益金不算入

繰延資産の償却費
貸倒引当金
	『法人税法「別段の定め」の基本』
佐藤幸一　著　白桃書房
第２章２－１　p.31～p.41（みなし配当等の額を除く）
第３章３－２　p.75～p.79
第３章３－７　p.121～p.134

	⑩　民　法
	・動産物権変動と公信の原則





・総則、物権の基礎知識
	『民法［財産法］を学ぶための道案内』（遠藤研一）
第４章ｐ.45～59（特にｐ51,52）
『民法Ⅰ』石口 修 著 全国農業協同組合中央会
第2章 第3節 第2款ｐ.269～312
特に,第3項p.278～283
民法 第1編 総則、第2編 物権に加え、第3編 債権第1章 総則の重要条文を確認しておくこと



